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･COP21パリ合意と日本の課題

･津波防災としてのハマボウ
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ロ日本政府の南スーダンへの武器輸出禁止の国連決議“棄権“に思う－－－

昨年12月23日、国連安全保障理事会の南スーダンに対する武器の輸出などを禁ずる制裁決

議案の採決があったのだが、日本政府がその採決を棄権したため、採択に必要な理事国15カ

国中9カ国の賛成を得られず、決識案が否決されてしまった。日本政府のこうした行動は、

多くの国民の反対を押し切って強行された自衛隊の南スーダン派遣の狙いが何であるかを、

内外にハッキリさせた。

否決を受けて､制裁決議案の提出国であるアメリカの国連大使は｢非常にがっかりしている。

過剰な武器の流入によって大勢の人々が命を落としていしているのにこれ以上の残虐を許し

てよいのか」と、反対国や棄権国を厳しく批判した。そもそもPKOはその名のとおり、紛争

における当事者間の平和的解決を促し、国際社会の平和を維持する活動だ。日本もまた、そ

うした名目で国連PKOに参加しているはずである。しかし、安倍政権にとって、政府軍へ

の制裁に参加すると、政府軍を刺激し政府軍との間に戦闘が起こりかねない。そうすれば自

衛隊員に犠牲が出るかもしれない。そのために、武器輸出を容認、ジェノサイドを煽動する

ことになってもかまわないというものである。安倍首相が考えているのは、政治実績のため

の自衛隊利用のみ。そのために、都合の悪いことはすべて目をつぶる、というのが日本の国

連決議反対の本音に他ならない。

今回の南スーダンへの武器輸出禁止決議

棄権によって、安倍政権の南スーダンへの

自衛隊派遣は、“平和維持への貢献”とい

う大義もないことが判明した。内外のひん

しゅくを買わないためにも、今すぐ、南ス

ーダンの班0から自衛隊は撤退させるべき

である。

（ふじさわ九条の会小林麻須男）

江の島ﾖｯﾄ置き場ｵﾘﾝビｯｸ会場になるため移転される予定I
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